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2023年度全社スローガン
「受け継ぐ技術、新たな挑戦 連携強化で築く未来」
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1.取組組織の概要

事業者
及び代表者名

日本メクマン 株式会社
代表取締役社長 西海 栄一
創立：1969年（昭和44年）2月1日

事業規模 資本金：8,000万円
従業員数：12名（非常勤役員除く）
事業年度：1/1～12/31

所在地 本社：埼玉県川越市芳野台3-1-1
倉庫：三輪精機（株）川越第二工場 芳野台2-8-3
沼津営業所：静岡県駿東郡長泉町桜堤3丁目5-5
大阪営業所：大阪府大阪市天王寺区南河堀町9-30

環境管理責任者 池田 貴一
℡：049-298-8006
FAX:049-210-2432
E-Mail:ikeda@mecmanjapan.co.jp

事業内容 Emerson/AVENTICS製空圧機器の販売
ニシウミグループ関連製品の販売商社
ASCOグループの販売商社
KRACHT社の容積式流量計、油圧ポンプ等の販売

取組の対象組織 本社・倉庫及び各営業所全社員
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2.主な取扱い製品
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3.環境経営方針

環境経営方針
 日本メクマン株式会社では
「工業製品を通じて国家社会に貢献する」
と言う社是のもと、3つの基本姿勢に沿って取り組みを進めてまいります。

Ⅰ 企業倫理：コンプライアンスの徹底
    社員教育を進め
    会社も個人も自らを厳しく律する体質を強化します。

Ⅱ Ⅱ CS（顧客満足）の向上
    取扱い製品のコスト、品質、及びサービスの向上を図り
    顧客の立場に立った製品の提供に努めます。

Ⅲ 環境への配慮
    事業活動におけるエネルギーや資源の有効活用を図り
    持続可能な活動に向け努力します。

活動指針 

1 地球環境を守るため、当社は油空圧機器の販売において、自然との調
和を意識し、環境にやさしい企業活動及びSDGs活動に取り組みます。

2 環境改善活動において、環境への影響を常に認識し、継続的改善と汚
染の未然防止に努め、地域・周辺企業と共に、より住みやすい社会造
りに積極的に取り組みます。

3 事業活動の全ての組織が、各活動領域において、省資源、省エネル
ギー、廃棄物の削減とリサイクルを積極的に推進し、資源の有効活用
に努めます。

4 関連する法規制及びその他の要求事項を遵守し、環境への責任・自覚
を持ち、教育、啓発に努めると伴に、従業員が明るく快適に働ける職
場づくりを目指します。

5 この方針は、全従業員に周知すると共に一般の人の要求に応じて開示
致します。

代表取締役社長 西海 栄一
制定 2022年12月1日5



4.2023年度 基本方策

安全 ⚫ 新型コロナウイルス感染症対策の徹底
⚫ 安心・安全な環境と行動（BCP・CSR）

品質 ⚫ 時間認識、危機意識、やる気を持ち、期限を守る

環境 ⚫ 地域未来貢献企業として持続可能な社会への貢献（SDGs・環
境・安全に配慮した活動）

⚫ エコアクション２１認証取得
⚫ 健家経営認証申請

販売 ⚫ 粗利向上による利益率確保

教育 ⚫ 製品知識向上による営業力強化
⚫ 技能資格取得による業務スキル向上

取引
条件

⚫ 回収率アップ
⚫ 取引適正化の下、客先・仕入先の支払い期間の短縮

経営
基盤
強化

⚫ グループウエアの最大限活用
⚫ インボイス制度対応（2023年10月1日～）
⚫ 電子帳簿保存法対応（2024年1月完全義務化）
⚫ 経費の削減
⚫ 基幹システム（販売管理システム）の活用
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5.実施体制

代表取締役 
社長

本社

環境担当者

沼津営業所

環境担当者

大阪営業所

環境担当者

環境管理責任
者

常務室

役割・責任と権限

代表取締役社長 ⚫ 環境経営に関する統括責任

⚫ 環境経営システムの実施に必要な資源（人・モノ・資金・情

報）の提供

⚫ 環境経営方針の策定・見直し

⚫ 課題とチャンス

⚫ 環境経営目標・環境経営計画を承認

⚫ 代表者による全体のレビュー、見直し、指示

⚫ 環境経営レポートの承認

常務室 ⚫ 環境管理責任者を任命

⚫ 環境経営目標・環境経営計画をレビュー、見直し、指示

⚫ 環境経営システム全体の取組状況に関し評価、見直しを実施し、

改善指示をする

環境管理責任者 ⚫ 環境経営システムの構築・実施・管理

⚫ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版管理

⚫ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

⚫ 環境経営目標・環境経営計画の作成

⚫ 環境活動取組の経過報告を常務室および社長に報告する。

⚫ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

⚫ 環境への負荷および取組の自己チェックの実施

⚫ 環境活動の実績集計

⚫ 環境経営レポートの作成、公開

各営業所

環境担当者

⚫ 環境管理責任者からの指示を受けて実務の推進管理を行い、活

動状況を確認・報告する。

全社員 ⚫ 環境経営方針を理解し、積極的・自主的に取り組む。
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6.環境経営目標

書式６－１ 環境経営目標 日本メクマン株式会社
環境管理責任者

池田 貴一

中期環境目標

2022年度 試行期間 2023年度 2024年度 2025年度

基準値 1月～3月

㎏－CO2 13,612 3,369 13,476 13,340 13,204

目標％ -1% -1% -2% -3%

ｋWh 16,906 4,184 16,737 16,568 16,399

削減率 -1% -1% -2% -3%

L 2,605 645 2,579 2,553 2,527

削減率 -1% -1% -2% -3%

L 144 36 143 141 140

削減率 -1% -1% -2% -3%

kg 7,260 1,797 7,187 7,115 7,042

目標％ -1% -1% -2% -3%

ｋｇ 120 30 119 118 116

削減率 -1% -1% -2% -3%

ｋg 7,140 1,767 7,069 6,997 6,926

削減率 -1% -1% -2% -3%

㎥ 253 63 253 253 253

削減率 0% 0% 0% 0%

目標％ -5.0% -5.0% -7.5% -10.0%

枚 75,729 17,986 71,943 70,049 68,156

削減率 -5.0% -5.0% -7.5% -10.0%

円 238,177 56,567 226,268 220,314 214,359

-5.0% -5.0% -7.5% -10.0%

目標

CO2

排出係数 電気 0.447 kg-CO2/kWh 東京電力排出係数2022/07/14改訂

ガソリン 2.32 kg-CO2/L

都市ガス 2.16 kg-CO2/㎥

化学物質使用量 化学物質の使用がない為目標設定しない

環境目標項目 単位

目標値

電力使用量削減

ガソリン使用量削減

ガス使用量削減

全体

試行期間：2023年1月～3月

CO2排出量削減 全体

内訳

廃棄物総排出量の削減

内訳

紙使用量

紙使用量の削減

一般廃棄物量削減

産業廃棄物量削減

水使用量削減
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7.2023年度 目標と計画件フォロー表

日本メクマン株式会社

環境管理責任者

池田 貴一

２０２３年度　目標と計画兼フォロー表 試行期間

1Q 2Q 3Q 4Q

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

当月目標 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123 1,123

2022年実績：9,883(kg-Co2) 当月実績 810 751 815 457 308

2023年目標：9,784(kg-Co2)(-1%) 累計目標 1,123 2,246 3,369 4,492 5,615 6,738 7,861 8,984 10,107 11,230 12,353 13,476

累計実績 810 1,561 2,375 2,832 3,140

単位：kg-CO2 評価 -27.9% -30.5% -29.5% -36.9% -44.1%

具体的なアクション項目 当月目標 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395 1,395

・冷暖房設定温度夏場２８℃、冬場２２℃ 本社 当月実績 1,205 1,326 1,385 455 412

・昼休み、不要な照明の消灯 沼津 累計目標 1,395 2,789 4,184 5,579 6,974 8,368 9,763 11,158 12,553 13,947 15,342 16,737

・使用しない事務機器の電源オフ 大阪 累計実績 1,205 2,531 3,916 4,371 4,783

単位：kwh 評価 -13.6% -9.3% -6.4% -21.7% -31.4%

具体的なアクション項目 当月目標 215 215 215 215 215 215 215 215 215 215 215 215

・アイドリングストップの実施 本社 当月実績 123 75 91 107 51

・エコドライブの推進 沼津 累計目標 215 430 645 860 1,075 1,290 1,504 1,719 1,934 2,149 2,364 2,579

・タイヤ空気圧の適正化 累計実績 123 198 289 396 447

単位：L 評価 -42.8% -53.9% -55.2% -53.9% -58.4%

具体的なアクション項目 当月目標 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

・ガスの節約に努める 本社 当月実績 6 6 6 6 6

沼津 累計目標 12 24 36 48 59 71 83 95 107 119 131 143

累計実績 6 12 18 24 30

単位：L 評価 -49.5% -49.5% -49.5% -49.5% -49.5%

累計目標 505 1,010 1,515 2,020 2,525 3,029 3,534 4,039 4,544 5,049 5,554 6,059

累計実績 10 20 30 40 50

単位：kg 評価 -495 -990 -1,485 -1,980 -2,475

具体的なアクション項目 当月目標 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

・梱包資材の再利用 本社 当月実績 10 10 10 10 10

・コピー用紙の裏紙使用 沼津 累計目標 10 20 30 40 50 59 69 79 89 99 109 119

・封筒などの再利用 大阪 累計実績 10 20 30 40 50

・廃棄せずにリサイクルに回す 評価 0 0 0 0 0

具体的なアクション項目 当月目標 495 495 495 495 495 495 495 495 495 495 495 495

・梱包資材の再利用 本社 当月実績 0 0 0 0 0

・廃棄物の分別徹底 沼津 累計目標 495 990 1,485 1,980 2,475 2,970 3,465 3,960 4,455 4,950 5,445 5,940

・マニュフェスト及び報告管理 累計実績 0 0 0 0 0

評価 -495 -990 -1,485 -1,980 -2,475

具体的なアクション項目 当月目標 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

・節水表示 本社 当月実績 7 0 15 0 18

・出しっ放しにしない 沼津 累計目標 21 42 63 84 105 127 148 169 190 211 232 253

・漏水チェック 大阪 累計実績 7 7 22 22 40

単位：㎥ 評価 -66.8% -83.4% -65.2% -73.9% -62.1%

具体的なアクション項目 当月目標 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995

・カラー印刷を不必要にしない 本社 当月実績 5,134 6,435 5,338 5,837 5,573

・コピー配布を控え、SCAN化でメール配信 沼津 累計目標 5,995 11,990 17,986 23,981 29,976 35,971 41,966 47,962 53,957 59,952 65,947 71,943

・ワークフロー化を進め、紙での運用を削減する 大阪 累計実績 5,134 11,569 16,907 22,744 28,317

・機密文書・個人情報以外は裏紙使用、又はリサ
イクル

評価 -14.4% -3.5% -6.0% -5.2% -5.5%

具体的なアクション項目 当月目標 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856 18,856

・コピー配布を控え、SCAN化でメール配信 本社 当月実績 14,382 15,547 11,538 12,669 13,941

・ワークフロー化を進め、紙での運用を削減する 沼津 累計目標 18,856 37,711 56,567 75,423 94,278 113,134 131,990 150,845 169,701 188,557 207,412 226,268

・機密文書・個人情報以外は裏紙使用 大阪 累計実績 14,382 29,929 41,467 54,136 68,077

評価 -23.7% -20.6% -26.7% -28.2% -27.8%

その他の活動 管理部 実施時期 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価

安全に関する活動 実施時期 ● ● ● 評価 ●

品質に関する活動 実施時期 ● ● ● 評価 ● 評価 評価

EA21認証取得活動 実施時期 ● ● ● 評価 申請 評価 評価

健康経営認証取得活動 実施時期 ● ● ● 評価 ● 評価 評価

販売向上活動 実施時期 ● ● ● 評価 ● 評価 評価

教育訓練活動 実施時期 ● ● ● 評価 ● 評価 評価

取引条件 実施時期 - - - - - 評価 評価

経営基盤強化 実施時期 ● ● ● 評価 ● 評価 評価

半年経過後(7月）に環境管理責任者が記入 1年経過後(1月）に環境管理責任者が記入

手順： １．毎年度、環境管理責任者が作成し、社長が承認する。 注釈：化学物質の使用がないため目標設定しない

3．大幅な未達成、大幅な遅れ発生した場合には、環境管理責任者は是正処置をとる。

4．目標：累計値で○、×評価。活動事項：予定通り実施：●、遅れて実施：▲、未実施：×を記入する。

２．環境方針又は環境目標の改定及び売上高、営業方法等を大幅に変更するときには改定し、
　　社長が承認する。

コピー料金の
削減

（-5％）
単位：円

紙使用量の
削減

（-5％）
単位：枚

水使用量
削減

2022年基
準値を維

持
(±0％）

紙使用量
の削減

試行3カ月後（4月）に環境管理責任者が記入

CO2削減：2022年度実績を基準として-1％を目標とする

活動事項

CO2排出
量削減

管理部

廃棄物総
排出量の

削減

廃棄物祖排出量の削減：2022年度実績を基準として-1％を目標とする

管理部

方針

一般廃棄物
量削減(-1%)

目標の達成
状況、活動
状況の評価

Co2及び紙使用削減については、全社員の協力により削減
ができました。この削減を維持できるようにしていきます。ガソ
リンの使用量については、営業活動により変動するので、参
考値としてモニタリングしていきます。リース更新などの時期
をみてハイブリッド車への入替え等を検討してまいります。
取引条件の見直しについては４月以降実施計画一覧表jに基
づき進めていきます。

担当者

産業廃棄物
量削減(-1%)

7/6現在 ６月のデータがまだそろっていないので
５末にて評価、すべての項目について目標をクリ
アしている。特に紙使用量については、全員の
意識が向上しているといられるが、まだ削減可
能かと思われる。ガソリン使用量の目標値につ
いては、４月の社長レビュー結果を踏まえ見直し
した。

目/実

ガス使用量
削減(-1%)

ガソリン使用
量削減
(-1%)

電力使用量
削減
(-1%)
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8.遵法チェック表

10

5遵法チェック表
2023/3/31

日本メクマン株式会社

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

環境管理責任者

池田 貴一

遵守：○ ↓

廃棄物処理法 拠点 実施状況 評価 備考

契約

収集業者と処分業者と個別に契約しているか

本社
収集運搬 ：株式会社細田金属商店 、処分業
者： 株式会社アルファサポートと契約 ○

2021年11月 産廃委託契
約

沼津 収集運搬：有限会社 愛宕産業 ○
2022年産廃委託、契約書

あり

委託品目が許可されているか 本社 廃プラ、木くず、混合廃棄物 ○ 契約書に記載

マニフェスト

Ｂ２票、Ｄ票は９０日以内に、Ｅ票は１８０日以内
に戻っているか

本社
沼津

問題なし ○ 2022年 沼津分OK

マニフェストを５年間保管しているか
本社
沼津

６年間保管 ○

毎年マニフェスト報告書を県に提出しているか

本社 該当なし -

沼津 2022年度分を2月に提出予定 ○

保管

種類、管理者名、保管量を表示しているか
本社
沼津

表示あり ○

飛散、流出、悪臭がない様に保管しているか
本社
沼津

飛散、悪臭なし ○

資源有効利用促進法 拠点 実施状況 評価 備考

（廃パソコン、廃携帯電話の回収をメーカーに依頼したか） 全社 PC・携帯電話の廃棄なし ○

自動車リサイクル法 拠点 実施状況 評価 備考

（自動車リサイクル券があるか） リース扱いの為対象外 - 対象外

廃車時に自動車引取業者に渡したか リース扱いの為対象外 - 対象外

家電リサイクル法 拠点 実施状況 評価 備考

家電品を廃棄するときに料金を支払い、リサイクル業者に渡したか（家電リサイクル券があるか）
廃棄の機会は無し、廃棄時はリサイクル券を
購入し廃棄手続きをする。

〇 問題なし

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 拠点 実施状況 評価 備考

ディーゼル車はＮＯｘ・ＰＭ対応車か（車検証で確認する） ディーゼル車はなし - 対象外

フロン排出抑制法 拠点 実施状況 評価 備考

廃棄時
(回収・破壊）

業務用エアコン、冷凍機器類を廃棄するときに、
登録しているフロン回収業者に回収させたか

交換の機会は今のところなし、交換時に対応 -

フロンマニフェストを交付し、３年間保管している
か

交換の機会は今のところなし、交換時に対応 -

点検
３カ月に１回以上の頻度でフロン類の漏れを簡
易点検しているか

簡易目視点検実施 ○

埼玉県生活環境保全条例 拠点 実施状況 評価 備考

ディーゼル車対策 条例によるディーゼル車排出ガス規制 ディーゼル車はなし ○

アイドリング アイドリングストップを行っているか エコドライブ推進中 ○

静岡県生活環境の保全等に関する条例 拠点 実施状況 評価 備考

使用 自動車等の効率的な使用等 整備及び適正な運転（運転日誌に記録） ○

アイドリング 自動車等の駐車時の原動機の停止 エコドライブ推進中 ○

大阪府生活環境の保全等に関する条例 拠点 実施状況 評価 備考

使用 自動車等の効率的な使用等 大阪営業所は自動車保有なしにつき対象外 -

確認結果 ●現在及び過去に訴訟、行政からの指導はありません。

●最終確認日：2023年3月31日

●最新版確認日：2023年3月31日

手順：１．環境管理責任者は法規の制定、改定の情報に注意を払い、法規の改定に応じて本表を改定する。

２．環境管理責任者は毎年12月頃までにに遵法性をチェックして、本表に記入する。

３．評価×事項で重大なものは是正・予防処置を行う。

使用停止後５年間保管



9.環境コミュニケーション記録

書式９ 2023/4/3

環境コミュニケーション記録 日本メクマン株式会社

環境管理責任者

池田 貴一

内容区分 ■苦情 □要望 □有益情報 □その他

受付日時、受付者

情報内容

情報源

重要度 □社長に報告 ■環境管理責任者に報告 □部長に報告

対策の要否 □対策必要 ■対策不要（関係者に連絡のみ）

■報告不要 □報告必要

確認日：

手順： １．情報の受付者、又はその上長が本表に記入後、環境管理責任者が承認する。

２．対策が必要な場合には、担当部門が対策を立案後に環境管理責任者に提出する。

３．情報源者に報告が必要な場合には、報告部門が報告する。

４．対策の実施状況を環境管理責任者が確認する。

５．重大な事項は、是正・予防処置の仕組みで対応する。

確認後３年間保管

報告者：池田 貴一

現状、原因 特に問題なし

これまでに、外部からの騒音や振動など、環境に関する苦情は受けていない。

2023/1/27

対策の実施状況の
確認、再発防止策

確認者：

情報源に対する報
告の要否と報告内
容と結果

現状は対策不要
対策案と実施責任
者

池田 貴一

2023/4/3
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10.EA21取組の手順

項目 実施内容 担当
1.節電 1. こまめな消灯を心がける。（休み時間の消灯）

2. 不要な照明は消す。
3. 窓からの彩光を取り入れる。
4. 外出時や会議などで長時間離席する際はパソコンを切る。
5. 最終退出者はエアコン・ポットのスイッチを切ったこと

を確認する。
6. 会議室や商談室を使用後はエアコン・照明を消す。
7. 各営業所の環境担当者は電力使用量を記録・報告する。

各営業所全員

2.空調 1. 冷房・暖房時はドアと窓を閉める。（換気時以外）
2. 冷房設定は28℃、暖房設定は23℃にする。
3. 半年に1回エアコンフィルターを清掃する。
4. サーキュレータを使用する。

各営業所全員

3.省燃料 1. エコドライブを推進する。
2. アイドリングストップを行う。
3. タイヤの空気圧を給油時に点検する。
4. 使用前後に点検を行い運転日誌に記録する。
5. 不要な荷物は積まない。

各営業所全員

4.分別排出 1. 機密情報・顧客情報・個人情報記載の書類はシュレッ
ダーにかける。

2. それ以外のコピー用紙は極力裏紙使用する。
3. 機密文書は捨てずに溶解処理を依頼する。できるだけリ

サイクルする。
4. 古封筒は社内利用する。
5. 産廃を減らす努力をする。（緩衝材のリサイクル・本・

DMのリサイクル）

各営業所全員

5.節水 1. 日頃から節水に心がける。
2. 沼津営業所の環境担当者は水道使用量を記録・報告する。

各営業所全員

6.経費削減 1. 電話発信は携帯電話から行い、固定電話通信料を削減す
る。

2. コピーや印刷を控える。
3. コピーや印刷はできるだけカラー印刷を控える。
4. 事務用品・運送費・梱包資材など、あらゆる経費を削減

する努力をする。（記録を取りますのでアイデアは池田
に連絡ください）

各営業所全員

7.フォロー 1. 上記EA21活動の評価として、電気使用量・ガソリン使
用量廃棄物排出量・水使用量・コピー使用量を毎月モニ
タリングする。

環境担当者及び
環境管理責任者
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11.文書管理

GL ガイドライン 文書類 備考

1 取組の対象組織・活動の明

確化

1_取組の対象組織・活動の明確化

2 課題とチャンスの明確化 2_課題とチャンスの明確化 審査報告書に記載

3. 環境経営方針 3_環境経営方針

4 環境への負荷と環境への取

組状況の把握及び評価

4_環境への取組自己チェック表

4_環境への負荷の自己チェック表

毎月の記録維持

5 環境管関連法規などの取り

まとめ

5_ 遵法チェック表 確認記録含む

6 環境経営目標及び環境経営

計画の策定

6-1_中期計画

6-2_目標計画兼フォロー

7 実施体制の構築 6-2_目標計画兼フォロー

8 教育訓練の実施 8_ 教育・訓練記録

9 環境コミュニケーションの

実施

9_コミュニケーション記録 半年ごとに評価

10 実施及び運用 10_EA21取組の手順書

11 環境上の緊急事態への準備

及び対応

11-1_火災対応の手順書

12 文書類の作成・管理 12.文書管理 本文書

13 取組状況の確認・評価、並

びに問題の是正及び予防

6-2_目標計画兼フォロー 四半期ごとに評価

14 代表者による全体の評価と

見直し・指示

環境経営レポートに記載

- 環境経営レポートの作成 環境経営レポート

1. EA21活動の取組・維持を実施するために、以下の文書類（紙又は電子媒体）を作成し、社内共有サーバーにて
維持管理する。

2. 文書類改訂の必要がある場合は、環境管理責任者に連絡し、改定する。
3. 環境管理責任は「旧文書」が誤使用されないようにサーバー上で適切に管理する。
(文書・記録の保存期限３年（法などで定めがある場合はそれに従う）

13



12.代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者による評価と改善指示

情報の収集と評価（Ｉｎｐｕｔ）

目標と計画兼フォロー表

遵法チェック表

環境コミュニケーション記録

指示事項（Ｏｕｔｐｕｔ）
変更の要否 代表者の指示

環境経営方針 要

不要

環境経営目標 要

不要

環境経営計画 要

不要

実施体制 要

システム全般 不要

手順： １．毎年定期的に、社長と環境管理責任者がＥＡ２１のシステム書類を基に実施結果について話し合う。

２．社長は活動状況と成果について評価し、必要な指示を行う。

３．社長は是正・予防処置の仕組みで取り組む事項を指示する。その事項には「★」を付ける。

使用停止後３年間保管

代表者による評価システム文書

特になし

環境経営目標の達
成状況、環境経営
計画の実施状況、
及びその効果

法規の遵守状況

外部からの苦情・
要望、システム全
体

発展強化点、
要改善点

ガソリンの使用量が目標値をオーバーしているが、コロナ渦で営業活動が制限されてい
た2022年の実績を基準としていたためである。基準が妥当ではないと考えるので、コロ
ナ前の2019年の実績を調べて基準値を変更し推進する。

コピー用紙の使用量削減については、よい傾向。ワークフローを有
効に活用してペーパーレスに貢献していきましょう。

ガソリンの使用量が目標値をオーバーしてい
る。他はよい傾向である。

特になし

特になし

特になし

特になし

承認日：2023年5月9日
日本メクマン株式会社

代表取締役社長

西海 栄一
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